
３

法
第
五
十
一
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
放
置
違
反
金
の
収
納
の
事
務
を
私
人
に
委
託
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
は
、
当
該
委
託
に
係
る
放
置
違
反
金
の
収
納
の
事
務
に
つ
い
て
検
査
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
表
以
外
の
部
分
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中
「
行
な
う
」
を「
行
う
」に
、「
の

ば
し
」
を
「
伸
ば
し
」
に
、「
ひ
じ
」
を
「
肘
」
に
、「
ま
げ
る
」
を
「
曲
げ
る
」
に
、「
の
ば
す
」
を
「
伸
ば
す
」に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
図
を
行
う
時
期
及
び
合
図
の
方
法
は
、次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

合
図
を
行
う
場
合

合
図
を
行
う
時
期

合

図

の

方

法

環
状
交
差
点
を
出

る
と
き
。

そ
の
行
為
を
し
よ

う
と
す
る
地
点
の

直
前
の
出
口
の
側

方
を
通
過
し
た
と

き
（
環
状
交
差
点

に
入
つ
た
直
後
の

出
口
を
出
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当

該
環
状
交
差
点
に

入
つ
た
と
き
）。

左
腕
を
車
体
の
左
側
の
外
に
出
し
て
水
平
に
伸
ば
し
、
若
し
く
は
右

腕
を
車
体
の
右
側
の
外
に
出
し
て
肘
を
垂
直
に
上
に
曲
げ
る
こ
と
、

又
は
左
側
の
方
向
指
示
器
を
操
作
す
る
こ
と
。

環
状
交
差
点
に
お

い
て
徐
行
し
、
又

は
停
止
す
る
と

き
。

そ
の
行
為
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
。

腕
を
車
体
の
外
に
出
し
て
斜
め
下
に
伸
ば
す
こ
と
、
又
は
車
両
の
保

安
基
準
に
関
す
る
規
定
若
し
く
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
保
安
基
準
に
関

す
る
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
制
動
灯
を
つ
け
る
こ
と
。

環
状
交
差
点
に
お

い
て
後
退
す
る
と

き
。

そ
の
行
為
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
。

腕
を
車
体
の
外
に
出
し
て
斜
め
下
に
伸
ば
し
、
か
つ
、
手
の
ひ
ら
を

後
ろ
に
向
け
て
そ
の
腕
を
前
後
に
動
か
す
こ
と
、
又
は
車
両
の
保
安

基
準
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
後
退
灯
を
備
え
る
自
動
車
に
あ
つ
て

は
そ
の
後
退
灯
を
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
に
あ
つ
て
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の

保
安
基
準
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
後
退
灯
を
、
そ
れ
ぞ

れ
つ
け
る
こ
と
。
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２

法
第
五
十
一
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
放
置
違
反
金
の
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
都
道
府
県
の
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
収
納
し
た
放
置
違
反
金
を
、
そ
の
内
容
を
示
す
計
算
書
（
当
該
計
算
書
に
記
載
す

べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）

を
含
む
。）を
添
え
て
、
当
該
都
道
府
県
又
は
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
八

条
に
規
定
す
る
当
該
都
道
府
県
の
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融
機
関
若
し
く
は
収
納
代
理
金
融
機
関
に
払
い
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
の
二
第
四
項
第
二
号
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
同
条
第
三
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二

の
三
第
三
項
若
し
く
は
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
第
一
号
ニ
中
「
い
う
。）」
の
下
に「
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取
消
処
分
者（
以

下
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
ロ
並
び
に
同
条
第
二
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ロ
、
第

三
項
第
一
号
並
び
に
第
四
項
第
一
号
ニ
中
「
特
定
失
効
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
消
処
分
者
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
一
条
第
五
項
」
を
「
第
百
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
中「
第

百
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
一
条
の
二
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
一
号
イ
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
後
段
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
後
段
」
に
改
め
、
同
号
ハ

及
び
同
条
第
二
号
ハ
中
「
特
定
失
効
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
消
処
分
者
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の

前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

免
許
証
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
た
め
、
一
般
違
反
行
為
又
は
別
表
第
四
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由

と
す
る
法
第
九
十
条
第
五
項
又
は
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け
な

か
つ
た
者

第
三
十
四
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
た
め
、
一
般
違
反
行
為
又
は
別
表
第
四
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
こ
と

を
理
由
と
す
る
法
第
九
十
条
第
五
項
又
は
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を

受
け
な
か
つ
た
者

二

基
準
該
当
初
心
運
転
者
で
、
再
試
験
の
通
知
を
受
け
る
前
に
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
、
又
は
再
試
験
の
通
知
を
受
け
た
後
法
第
百
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算

し
て
一
月
と
な
る
日
ま
で
の
間
に
法
第
百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け

た
た
め
、
再
試
験
を
受
け
な
か
つ
た
も
の

三

再
試
験
を
受
け
た
後
法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
た
め
法
第
百

四
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け
な
か
つ
た
者

四

法
第
百
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
再
試
験
を
受
け
な
か
つ
た
者
で
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算

し
て
一
月
を
超
え
た
日
以
後
に
法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
た
め

法
第
百
四
条
の
二
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
を
受
け
な
か
つ
た
も
の

第
三
十
四
条
の
五
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
中
「
限
る
。）」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
消
処
分
者
（
同
項
第
五
号
に
掲

げ
る
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
ロ
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
後
段
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
後
段
」
に

改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
七
第
一
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

法
第
三
十
七
条
の
二
（
環
状
交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等
と
の
関
係
等
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

第
三
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
取
消
し
又
は
停
止
の
基
準
」
を
「
効
力
の
停
止
を
す
る
場
合
等
」
に
改
め
、
同
条

中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
の
政
令
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
の
政
令
」
に
改
め
、同
条
第
一
号
中「
第

百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一

項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
と
き
は
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
適
性
検

査
を
受
け
る
べ
き
者
が
法
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
一
号
の
二
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
疑
い
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二
の
三
第
二
号
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
」
に
、「
第
百

四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三

項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
」
に
、「
又
は
法
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
法
第
百
四
条
の

二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
三
第
一
号
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
前
段
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号

中
「
第
百
一
条
第
四
項
」
を
「
第
百
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
百
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第

百
一
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」

を
加
え
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
の
下
に
「
、
第
四
条
第
三
項
」
を
、「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
の

下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
の
表
運
転
免
許
試
験
手
数
料
の
項
中
「
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第

五
号
」
を
加
え
、
同
表
検
査
手
数
料
の
項
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
及

び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
の
下
に
「
、
第
四
条
第
三
項
」
を
、「
第
三
十
五
条

第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
二
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
中
「
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
」
の
下
に
「
、
環
状
交
差
点
通
行
車
妨
害
等
、
環
状
交
差
点

安
全
進
行
義
務
違
反
」
を
、「
指
定
通
行
区
分
違
反
」
の
下
に
「
、
環
状
交
差
点
左
折
等
方
法
違
反
」
を
加
え
、
別
表
第

二
の
備
考
の
一
の
２
及
び
３
中
「
二
の
113
か
ら
122
ま
で
」
を
「
二
の
116
か
ら
125
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の

３
中
「
124
」
を
「
127
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
８
中
「
42
」
を
「
44
」
に
、「
44
か
ら
58
ま
で
又
は
60
か
ら
112
ま

で
」
を
「
46
か
ら
60
ま
で
又
は
62
か
ら
115
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
125
を
128
と
し
、
122
か
ら
124
ま
で
を
125

か
ら
127
ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
121
中
「
115
、
117
及
び
119
」
を
「
118
、
120
及
び
122
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の

š
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